
 

第 23 回  議員定数等議会改革推進特別委員会 

                         日 時：令和 3 年 3 月 9 日(火) 

                          13 時 00 分 ～  時  分 

                          場 所：第 4 委 員 会 室 

                   

【出席者】 牛尾委員長、西川副委員長、沖田委員、小川委員、笹田委員、佐々木委員 

 西田委員、西村委員  

【監査委員】道下議員 

【議長・委員外議員】 

【事務局】 古森局長、下間書記、近重議事係長 

 

 

議  題 

1 議会基本条例を踏まえた議員政治倫理条例の改正について 

（1）条例改正の新旧対照表                        

（2）議会改革に関する検討結果 第 5 回報告書（案）            

 

 

2 政策討論会のあり方について                                        

 

 

 

3 議員選出監査委員の廃止について                  

  

 

 

4  市議会議員を目指す若者や女性の育成、議員数の男女比率について 

 

 

 

 

5 その他 

・陳情の取扱いについて   

 

 

○次回開催    月   日（ ）   時   分  第 4 委員会室 
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浜田市議会議員政治倫理条例（平成20年浜田市条例第25号）新旧対照表  （下線部分が改正箇所） 

現行 改正後（案） 

（目的） （目的） 

第1条 この条例は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、市政が市民の厳粛な信託によるものであ

ることを認識し、その信託に応えるため、浜田市議会議員（以下

「議員」という。）の政治倫理に関する規律の基本となる事項を定

めることにより、議員が市民全体の奉仕者として、政治倫理の確立

と向上に努め、常に良心に従い誠実かつ公正にその職務を行うべき

ことを促し、清浄で開かれた民主的な市政の発展に寄与することを

目的とする。 

第1条 この条例は、浜田市議会基本条例（平成23年浜田市条例第34

号）第20条の規定に基づき、市政が市民の厳粛な信託によるもので

あることを認識し、その信託に応えるため、浜田市議会議員（以下

「議員」という。）の政治倫理に関する規律の基本となる事項を定

めることにより、議員が市民全体の奉仕者として、政治倫理の確立

と向上に努め、常に良心に従い誠実かつ公正にその職務を行うべき

ことを促し、清浄で開かれた民主的な市政の発展に寄与することを

目的とする。 

（政治倫理基準の遵守等） （政治倫理基準の遵守等） 

第3条 議員は、次に掲げる政治倫理基準を遵守しなければならない。 第3条 議員は、次に掲げる政治倫理基準を遵守しなければならない。 

(1)～(3) 〔略〕 (1)～(3) 〔略〕 

〔新設〕 (4) ハラスメント（行為者の意図にかかわらず、相手方を不快に

させ、尊厳を傷つけ、不利益を与え、又は脅威を与えることをい

う。）その他人権侵害のおそれのある行為をしないこと。 

(4) 〔略〕 (5) 〔略〕 

(5) 〔略〕 (6) 〔略〕 

2 〔略〕 2 〔略〕 

（審査請求） （審査請求） 

第5条 議員は、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_第3条第1

項の規定に違反する疑いがあると思料するときは、＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

第5条 議員又は、市民（公職選挙法（昭和25年法律第100号）第22条

の規定による選挙人名簿の登録が行われた直近の選挙において、選

挙人名簿に登録された者（議員を除く。）をいう。）は、第3条第1

項の規定に違反する疑いがあると思料するとき又は、市民（公職選
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現行 改正後（案） 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_議長に対し、審査を請求することができ

る。 
挙法（昭和25年法律第100号）第22条の規定による選挙人名簿の登

録が行われた直近の選挙において、選挙人名簿に登録された者（議

員を除く。）をいう。）は、議長に対し、審査を請求することがで

きる。 

2 前項の規定による請求は、その理由を明らかにし、議員2人以上が

連署する書面＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿_により行わなければならない。 

2 前項の規定による請求は、その理由を明らかにし、次の各号に掲

げる当該請求をする者の区分に応じ、当該各号に定める書面を議長

に提出することにより行わなければならない。 

〔新設〕 (1) 議員 議員2人以上が連署する書面 

〔新設〕 (2) 市民 市民の総数の100分の1以上が連署する書面 

（審査会の委員） （審査会の委員） 

第8条 審査会の委員は、13人以内とする。 第8条 審査会の委員は、6人＿＿_とする。 

2 委員は、議長が議員のうちから＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿任命す

る。 

2 委員は、議長が識見者又は議員のうちから委嘱し、又は任命す

る。 

3 委員の任期は、議員の任期＿＿＿＿とする。 3 委員の任期は、当該審査に要する間とする。 

4・5 〔略〕 4・5 〔略〕 

（審査結果の報告等） （審査結果の報告等） 

第13条 〔略〕 第13条 〔略〕 

2 議長は、前項の報告を受けたときは、その結果を審査を請求した議

員＿＿＿＿＿＿＿＿及び審査対象議員に通知するとともに、公表し

なければならない。 

2 議長は、前項の報告を受けたときは、その結果を審査を請求した議

員又は市民の代表者及び審査対象議員に通知するとともに、公表し

なければならない。 

（調査審議手続等の非公開） （審査会の公開＿＿＿＿＿） 

第14条 審査会の行う会議又は調査審議の手続は、公開しない。ただ

し、出席委員の過半数＿＿の同意があるときは、この限りでない＿

＿＿＿＿。 

第14条 審査会の行う会議は、公開する＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。ただ

し、出席委員の3分の2以上の同意があるときは、非公開とすること

ができる。 



 

 

（案） 

 

 

議会改革に関する検討結果 
 

第 5 回報告書 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

議員定数等議会改革推進特別委員会 
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 浜田市議会議長 川 神 裕 司  様  

 

議員定数等議会改革推進特別委員会  

委員長  牛 尾   昭  

 

 

議会改革に関する検討結果について（第 5 回報告） 

 

 当委員会で定めました議会改革の検討項目のうち、検討が終了した事項につ

いて下記のとおり結果を報告します。  

今後、検討結果に伴う事務処理をはじめ、必要に応じて全議員への周知また

は関係委員会への通知等、適切な対応をお願いいたします。  

 

記  

【検討項目】議会基本条例を踏まえた議員政治倫理条例の改正について 

 「議会基本条例と政治倫理条例のすり合わせをしてほしい。議会基本条例で

は、市民参加の開かれた議会とうたっているにもかかわらず、政治倫理条例で

は、市民不参加（議員のみ参加）で、原則非公開である。」という内容の陳情が

議会運営委員会で採択されたことに伴い、浜田市議会基本条例と浜田市議会議

員政治倫理条例の整合性を検討し、整合性のとれていない内容や新たに追加が

必要な項目を調査・検討し、以下について結論を得た。 

 

1.浜田市議会議員政治倫理条例の一部改正について 

 市民に開かれた議会及び市民参加を推進する議会を目指して活動するという

議会基本条例の理念に基づき、次の（1）から（5）について、改正・追加する。 

＊参考：「浜田市議会議員政治倫理条例 新旧対照表（案）」（別添のとおり） 

 

（1）審査請求（第 5 条）について 

  議員だけではなく、市民からも請求できることとし、議員の場合は 2 人以 

 上の議員の連署、市民の場合は選挙権を有する者の総数の 100 分の 1 以上の 

 連署を要する。 

（2）審査会の委員（第 8 条）について 

  審査会の委員は 6 人とし、識見者又は議員から議長が委嘱する。 

 

 

 

（裏面あり） 



（3）審査会の公開（第 14 条）について 

  審査会の会議は公開とする。ただし、やむを得ず非公開とするときは、出 

 席委員の 3 分の 2 以上の同意を必要とする。 

（4）議員政治倫理条例の目的へ議会基本条例を明記することについて（第 1 条）  

  議会や議員の活動原則を議会基本条例で定めており、議員はその理念に基 

 づいて職責を果たすべきであり、相互の関連性をより明確にするため、議員 

 政治倫理条例の目的に議会基本条例について明記する。 

（5）政治倫理基準の追加について（第 3 条） 

  他市の規定等を参考に検討した結果、議員が、人権侵害のおそれのある行 

為を禁止する規定も必要と判断し、「ハラスメント（行為者の意図にかかわら 

ず、相手を不快にさせたり、尊厳を傷つけたり、不利益を与えたり、脅威を 

与えることをいう。）その他人権侵害のおそれのある行為をしないこと。」 

という基準を追加する。 

 

2.浜田市議会議員政治倫理条例施行規程の一部改正について 

 浜田市議会議員政治倫理条例の一部改正に伴い、その施行に関する必要事項

を定めた規程についても改正する。 

 





















 


















